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〈請願趣旨〉

今回の東久留米市が進めようとしている家庭ごみ有料化計画については、その内容が多くの市民に

十分に知らされておらず、市民の理解を得るに至っていません。全市民にかかわる内容でもあり、提

案内容の理解と納得がされないまま、拙速に実施されることがあってはなりません。

第一に、有料化の根拠が明確でなく市民が納得していません。

今回の家庭ごみの有料化を提案した理由として、平成28年度までに家庭ごみの排出量を1人1日

505グラムとした目標値を達成できないからとしていますが、多摩26市での最少は539グラム

であり、それよりも大幅に少ない505グラムを目標にした根拠、またどのようにすれば達成できる

のかも示されていません。達成が大変困難な目標値を達成しなかったから有料化するというのは、大

変乱暴であり、納得できません。

第二に、市民に新たな負担を強いる経済情勢ではありません。

今、市民の家計は、収入が減少し、医療費や教育費などさまざまな負担増で厳しさを増しています。

過去にも家庭ごみの有料化が出されましたが、市民が負担できるような経済情勢ではなく、市民の

理解を得られないということで実施されませんでした。ここ数年､市民の暮らしは以前にも増して厳

しいものがあり、今新たな負担増を実施すべきではありません。

第三に、家庭ごみ有料化については、広く市民の意見を聞き市民の判断を仰ぐべきです。

市長選挙での公約にもなく、市長の施政方針にも触れられていなかった家庭ごみの有料化は、突然

の提案であり、実施を急ぐべきではありません｡有料化を前提とした市民ｱﾝｹｰﾄ、市民の意見を
聞くパブリックコメント、市民への脱明会でも､､有料化実施については多くの懸念が出されています。

市民の意見を無視して強行するのではなく、市長選挙あるいは住民投票など、全市民の判断を仰いで

から進めるべきです。

家庭ごみの収集方法の変更についても、市民の声をよく聞いてから進めるべきです。

以上のことから、家庭ごみ有料化実施計画は延期し改めて市民の判断を待つべきです。
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〈請願項目〉

1 家庭ごみ有料化を実施するための条例改正は延期してください。
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東久留米・家庭ごみ有料化を考える会
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